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 レーザー光は指向性が極めて高い特徴を持

つことから、通信、記録、加工、計測など、

様々な分野へ応用されている。レーザー光を

様々な分野で応用するにはビームのスポット

径、焦点距離、焦点深度などの制御が必要で

ある。焦点分布制御型回折レンズは、深い焦

点深度をもつアキシコンレンズと、焦点距離

を制御できる凸レンズの両方の特性を足し合

わせた特性を持つ。一方、医療分野における

内視鏡のレンズは口径が小さいレンズを使う

ことが必要であるが、直径 1mm以下の小さい

レンズは所望の曲率を実現できるような加工

が難しいが、焦点分布制御型回折レンズは口

径が小さくても微細構造の形を制御すること

で必要な焦点分布を実現できる。これまでに

我々は直径 1mm、焦点距離 6mmの焦点分布

制御型回折レンズを作製することに成功して

きた[1, 2]が、内視鏡で明瞭な像を得るために

は、焦点距離をさらに短くして開口数が大き

くなるようなレンズが必要となる。本研究で

は焦点分布制御型回折レンズを内視鏡の対物

レンズへ応用するために焦点距離が 1mm程度

のレンズを実現することを目的として研究を

行った。 

 初めに、焦点分布制御型回折レンズは中央

と末端の輪帯間隔で構造が決定する[1]。      

本研究ではレンズの半径を 500µmとして、中

央と末端の輪帯間隔のパラメータを検討し

た。焦点分布制御回折レンズの模式図を Fig.1

に示す。焦点距離を 1mmに設定すると、中央

部の輪帯間隔 32.25m、末端部の輪帯間隔

1.2mになるこのような構造でビーム伝搬法

によるシミュレーションを行った。その結果

を Fig.2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

Fig.2 より、焦点距離が 1mmのときにピーク

を示した。この結果から、直径 1mmのレンズ

で焦点距離が１mmのレンズは作製可能であ

ることを明らかにした。今後は実際にレンズ

を作製し、シミュレーション結果と比較する

ことを検討している。 
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Fig.1 Schematic diagram of the designed lens. 

Fig.2 Simulation result,of the lens1-mm-focal 

length. 
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